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第 章  障害者を取り巻く現状 

 

 

１ 障害者の現状 

（１）総人口の推移  

① 総人口の推移 

総人口は減少傾向で推移しており、平成２年に396,553人であった人口が、平成

27年には364,154人と、この25年間で32,399人の減少となっています。 

総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：国勢調査（年齢不詳を含むため、３区分別人口の合計と総人口は異なる） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：国勢調査（年齢不詳を含むため、３区分別人口の合計と総人口は異なる）

70,020 61,870 55,790 50,646 46,739 44,519

276,361 271,973 258,783 241,442 224,708 211,753

49,640 59,995 71,924
82,838 94,130 105,954

396,553 393,885 386,551 375,591 370,364 364,154

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

平成２年 平成７年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

(人)

年少人口（０～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 高齢者人口（65歳以上）
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② 年齢３区分別人口構成比の推移 

年齢３区分別人口構成比をみると、年少人口及び生産年齢人口の割合は低下して

いますが、高齢者人口の割合が上昇し、平成27年では29.3％で少子高齢化が急速

に進行していることがわかります。 

年齢３区分別人口構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：国勢調査（年齢不詳を含むため、３区分別人口の合計と総人口は異なる） 

（２）障害者手帳所持者の状況  

① 障害者手帳所持者数の推移 

障害者手帳所持者数は、増加傾向で推移しており、令和元年度では身体障害者手

帳所持者が17,461人、療育手帳所持者が3,639人、精神障害者保健福祉手帳所持

者が3,020人となっています。 

障害者手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課、保健対策課 各年度 3月 31日現在 

 

 

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市障害者支援課、保健対策課　各年度　3月31日現 17,545 17,307 17,646 17,657 17,532 17,461

3,076 3,207 3,288 3,391 3,543 3,639

2,098 2,252 2,401 2,585 2,702 3,020

22,719 22,766 23,335 23,633 23,777 24,120

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

（人）

※資料：国勢調査（年齢不詳を含むため、３区分別人口の合計と総人口は異なる）

17.7%

15.7%

14.4%

13.5%

12.8%

12.3%

69.8%

69.1%

67.0%

64.4%

61.5%

58.4%

12.5%

15.2%

18.6%

22.1%

25.7%

29.3%

平成２年

平成７年

平成12年

平成17年

平成22年

平成27年

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

年少人口（０～14歳） 生産年齢人口（15～64歳） 高齢者人口（65歳以上）

身体障害者手帳所持者 療育手帳所持者

精神障害者保健福祉手帳所持者 総人口障害者手帳所持者
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② 障害者手帳所持者構成比の推移 

障害者手帳所持者の構成比をみると、身体障害者手帳所持者はほぼ横ばいで推移

しているのに対し、療育手帳所持者と精神障害者保健福祉手帳所持者の割合が上昇

しています。 

障害者手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課、保健対策課 各年度 3月 31日現在 

 

  

身体障害者手帳所持者 療育手帳所持者 精神障害者保健福祉手帳所持者

※資料：和歌山市障害者支援課、保健対策課　各年度　3月31日現

77.3%

76.0%

75.7%

74.7%

73.7%

72.4%

13.5%

14.1%

14.1%

14.4%

14.9%

15.1%

9.2%

9.9%

10.3%

10.9%

11.4%

12.5%

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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（３）身体障害者手帳所持者の状況  

① 年齢別身体障害者手帳所持者数の推移 

身体障害者手帳所持者数は、増減を繰り返して推移しており、令和元年度では６

５歳未満の方は4,540人、65歳以上の方が12,921人の計17,461人で減少傾向と

なっています。 

身体障害者手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課 各年度 3月 31日現在 

 

② 年齢別身体障害者手帳所持者構成比の推移 

年齢別身体障害者手帳所持者の構成比は、横ばいで推移しており、令和元年度で

は65歳未満の方は26.0％、65歳以上の方は74.0％となっています。 

年齢別身体障害者手帳所持者構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課 各年度 3月 31日現在 

 

  

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市障害者支援課　各年度３月31日現在

4,813 4,617 4,695 4,637 4,613 4,540

12,732 12,690 12,951 13,020 12,919 12,921

17,545 17,307 17,646 17,657 17,532 17,461

0

5,000

10,000

15,000

20,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

(人)

65歳未満 65歳以上 総数

65歳未満 65歳以上 総数

※資料：和歌山市障害者支援課、保健対策課　各年度　3月31日現

27.4%

26.7%

26.6%

26.3%

26.3%

26.0%

72.6%

73.3%

73.4%

73.7%

73.7%

74.0%

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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③ 障害種類別身体障害者手帳所持者数の推移 

障害種類別の身体障害者手帳所持者数は、肢体不自由が最も多く、令和元年度に

は9,075人となっていますが、平成28年度の9,545人と比較すると、470人の減

少となっています。また、一方で内部障害は、令和元年度では5,207人で平成26年

度と比較すると310人増加しています。 

障害種類別身体障害者手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課 各年度 3月 31日現在 

 

④ 等級別身体障害者手帳所持者数の推移 

等級別身体障害者手帳所持者数は、１級が最も多く、次いで４級、３級と続いて

います。 

等級別身体障害者手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課 各年度 3月 31日現在 

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市障害者支援課　各年度３月31日現在

5,351

5,240

5,218

5,187

5,127

5,079

2,826

2,771

2,796

2,765

2,684

2,659

2,843

2,787

2,837

2,832

2,820

2,813

4,265

4,217

4,318

4,357

4,363

4,339

1,080

1,105

1,213

1,246

1,274

1,292

1,180

1,187

1,264

1,270

1,264

1,279

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

0 5,000 10,000 15,000 20,000

（人）

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市障害者支援課　各年度３月31日現在

1,175

1,147

1,228

1,211

1,202

1,200

1,689

1,682

1,742

1,734

1,754

1,778

173

177

190

204

205

201

9,611

9,399

9,545

9,413

9,246

9,075

4,897

4,902

4,941

5,095

5,125

5,207

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

0 5,000 10,000 15,000 20,000

（人）

視覚障害 聴覚・平衡機能障害

音声・言語・そしゃく機能障害 肢体不自由

内部障害

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 総数
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（４）療育手帳所持者の状況  

① 年齢別療育手帳所持者数の推移 

年齢別療育手帳所持者数は、増加傾向で推移しており、平成26年度に3,076人で

あったものが、令和元年度には3,639人と563人の増加となっています。 

年齢別療育手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課 各年度 3月 31日現在 

 

② 等級別療育手帳所持者数の推移 

等級別の療育手帳所持者数は、Ｂ２が最も多く、次いでＢ１、Ａ２、Ａ１となって

おり、軽度者の増加が見られます。 

等級別療育手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課 各年度 3月 31日現在 

 

 

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市障害者支援課　各年度３月31日現在

514

523

524

523

522

520

649

641

645

657

678

686

809

833

834

856

878

910

1,104

1,210

1,285

1,355

1,465

1,523

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

0 1,000 2,000 3,000 4,000

（人）

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市障害者支援課　各年度３月31日現在

2,844 2,970 3,057 3,155 3,292 3,378

232 237 231 236 251 261

3,076 3,207 3,288 3,391
3,543 3,639

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

(人)

65歳未満 65歳以上 総数

Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２
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（５）精神障害者保健福祉手帳所持者等の状況  

① 年齢別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 

精神障害者保健福祉手帳所持者数は、最も増加している状態で、平成26年度に

2,098人であったものが、令和元年度には65歳未満で2,570人、65歳以上で450

人、計3,020人と増加傾向となっています。 

年齢別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市保健対策課 各年度 3月 31日現在 

 

② 等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 

等級別の精神障害者保健福祉手帳所持者数は、２級が最も多く、次いで３級、１

級となっており、令和元年度では、２級が1,373人、３級が1,358人、１級が289

人となっていて、中度者の割合が高くなっています。 

等級別精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市保健対策課 各年度 3月 31日現在 

 

  

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市保健対策課　各年度３月３１日現在

228

233

229

247

248

289

1,061

1,140

1,178

1,245

1,291

1,373

809

879

994

1,093

1,163

1,358

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

0 1,000 2,000 3,000 4,000

（人）

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市保健対策課　各年度３月３１日現在

1,765 1,906 2,029 2,185 2,297
2,570

333 346 372 400 405 450

2,098
2,252

2,401
2,585 2,702

3,020

0

1,000

2,000

3,000

4,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

(人)

65歳未満 65歳以上 総数

１級 ２級 ３級
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③ 自立支援医療（精神通院）受給者数の推移 

自立支援医療（精神通院）受給者数は、増加傾向で推移しており、平成26年度に

3,983人であったものが、令和元年度には5,215人と、増加となっています。 

自立支援医療（精神通院）受給者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市保健対策課 各年度 3月 31日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市保健対策課　各年度３月31日現在

3,983
4,331 4,463 4,629 4,830

5,215
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（６）障害児の状況  

① 18歳未満における障害者手帳所持者数の推移 

18歳未満における障害者手帳所持者数は、身体障害者手帳所持者数は減少傾向で

すが、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳所持者数は増加傾向となっており、全体

として増加傾向で推移しています。 

１８歳未満における障害者手帳所持者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市障害者支援課、保健対策課 各年度 3月 31日現在 

（７）保育所等における配慮や支援が必要な児童の状況  

保育所及び認定こども園並びに幼稚園における配慮や支援が必要な児童数※注１は、

年々増加傾向で推移しています。 

 

保育所（公立・私立）及び認定こども園（私立）並びに 

幼稚園（公立）における配慮や支援が必要な児童在籍人数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：和歌山市保育こども園課、和歌山市教育委員会 学校教育課 各年度４月１日現在 

※注１ 療育手帳等の手帳所持者だけではなく、配慮や支援が必要な児童 

※資料：和歌山市障害者支援課　各年度３月31日現在

6,534 6,567
7,193 7,401 7,283 7,408 7,570

794 897 948 968 1,012 1,024 1,076

12.15

13.66
13.18 13.08

13.90 13.82
14.21

10.0

12.0

14.0

16.0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

(％)(人)

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市障害者支援課、保健対策課　各年度　3月31日現

295 282 269 271 269 258

802 838 847 873 915 923

81 90 107 125 145 188

1,178 1,210 1,223 1,269
1,329 1,369
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1,000
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平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

(人)

在籍児童数 配慮や支援が必要な児童在籍数

配慮や支援が必要な児童在籍率

身体障害者手帳所持者 療育手帳所持者

精神障害者保健福祉手帳所持者 障害者手帳所持者
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（８）市内小・中・義務教育学校における特別支援学級の状況  

小・中・義務教育学校の特別支援学級に在籍する児童生徒の数は、年々増加傾向

で推移しています。 

      

 小・中・義務教育学校の特別支援学級に在籍する児童生徒数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※資料：学校基本調査より 各年度５月１日現在 

 

（９）特別支援学校の在籍生徒数の推移  

特別支援学校の在籍生徒数は、盲学校は年度によりばらつきがあります。ろう学

校は平成２９年度以降減少傾向で推移しています。支援学校は増加傾向にありまし

たが、平成２８年度以降横ばい傾向で推移しています。 

支援学校の在籍生徒数の推移  

平成 

26年度 

平成 

27年度 

平成 

28年度 

平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

２年度 

盲学校 16人 17人 12人 9人 7人 14人 15人 

ろう学校 29人 27人 28人 30人 27人 23人 18人 

支援学校 536人 563人 575人 579人 578人 579人 571人 

 

※資料：和歌山県の特別支援教育より 各年度 5月 1日現在 

※和歌山市に住所のある生徒の数 

※盲学校・ろう学校は幼稚部及び専攻科を含む。 

※施設入所者は原則入所前の住所地 

  

児童生徒数 特別支援学級在籍人数 特別支援学級在籍率

※資料：和歌山市障害者支援課　各年度３月31日現在

30,142 29,708 29,125 28,601 28,420 28,097 27,951

476 527 592 648 706 787 906
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(％)(人)
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（10）障害のある人の雇用状況  

① ハローワーク和歌山管内（和歌山市、岩出市、紀の川市）における障害 

のある人の雇用状況 

ハローワーク和歌山管内（和歌山市、岩出市、紀の川市）における障害のある人の

雇用状況をみると、実雇用率について、平成26年度に2.15％であったものが、令和

元年度には2.53％と、0.38ポイント増となっています。また、雇用率未達成企業の

割合については、平成26年度に47.6％であったものが、令和元年度には40.1％と、

7.5ポイント減となっています。 

ハローワーク和歌山管内（和歌山市、岩出市、紀の川市）における障害のある人の雇用状況 

 

企業数 

雇用状況 
雇用率未達成

企業の割合 
法定雇用算定 

基礎労働者数 
障害者数 実雇用率 

社 人（Ａ） 人（Ｂ） ％（Ｂ/Ａ） ％ 

平成 26年度 319 56,420.0 1,215.0 2.15 47.6 

平成 27年度 321 55,201.0 1,254.5 2.27 43.9 

平成 28年度 324 55,435.5 1,413.5 2.55 40.1 

平成 29年度 325 56,787.0 1,320.0 2.32 42.8 

平成 30年度 363 59,312.5 1,463.0 2.47 44.1 

令和元年度 367 60,206.5 1,525.5 2.53 40.1 

※資料：ハローワーク和歌山各年度 6月 1日現在 

 

※法定雇用算定基礎労働者数＝常用労働者数から除外率相当数を除いた労働者数 

※障害者数（身体障害のある人と知的障害のある人及び精神障害のある人の計）は、短時

間労働者以外の重度の身体もしくは知的障害のある人については、法律上、１人を２人

に相当するものとしてダブルカウントを行い、短時間労働者である重度の身体もしくは

知的障害のある人については１人としてカウントしています。精神障害のある人である

短時間労働者については、法律上、１人を0.5人に相当するものとして0.5カウントして

います。（ただし、特例措置に該当する場合は1人とカウントしています。） 

※平成30年4月1日から、精神障害者が障害者雇用義務の対象に加わり、また、民間企業に 

おける法定雇用率が2.0％から2.2％に引き上げられました。 

これにより、民間企業における障害者雇用義務の範囲が、従業員50人以上から45.5人以 

上に変わっています。 
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② 産業別の雇用状況 

産業別の雇用状況をみると、「サービス業」が4.09％と最も多く、次いで「医療、

福祉」が2.86％、「情報通信業・運輸業」が2.57％と続いています。 

産業別の雇用状況 

 

企業数 

雇用状況 雇用率未

達成企業

の割合 

法定雇用算定 

基礎労働者数 
障害者数 実雇用率 

社 人（Ａ） 人（Ｂ） ％（Ｂ/Ａ） ％ 

鉱業・建設業 6 633.0 14.0 2.21 50.0 

製造業 95 13,825.0 340.0 2.46 34.7 

電気・ガス・熱供

給・水道業 
2 249.0 1.0 0.40 100.0 

情報通信業・運輸

業 
40 5,331.0 137.0 2.57 32.5 

卸売・小売業 54 16,802.0 353.0 2.10 55.6 

金融・保険業・不動

産業 
12 5,000.0 98.0 1.96 66.7 

飲食店、宿泊業 8 664.5 8.0 1.20 41.7 

医療、福祉 92 10,877.0 311.5 2.86 34.8 

サービス業 53 6,228.5 255.0 4.09 34.0 

その他 5 596.0 8.0 1.34 60.0 

合計 367 60,206.5 1,525.5 2.53 40.1 

※資料：ハローワーク和歌山 令和元年 6月 1日現在 
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③ 就労している障害のある人の推移 

就労している障害のある人の推移をみると、平成26年度に1,215人であったもの

が、令和元年度には1,525.5人と増加傾向となっています。 

就労している障害のある人の推移 

 単

位 

平成 

26年度 

平成 

27年度 

平成 

28年度 

平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

障害者数 人 1,215 1,254.5 1,413.5 1,320.0 1,463.0 1,525.5 

 
増減数 人 △1.0 39.5 159.0 △93.5 143.0 62.5 

実雇用率 ％ 2.15 2.27 2.55 2.32 2.47 2.53 

 
増減率 ％ 0.01 0.12 0.28 △0.23 0.15 0.06 

和歌山県 

実雇用率 
％ 2.06 2.16 2.41 2.25 2.36 2.46 

全国 

実雇用率 
％ 1.82 1.88 1.92 1.97 1.97 2.11 

※資料：ハローワーク和歌山 令和元年 6月 1日現在 
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（11）特別支援学校（支援学校・ろう・盲）卒業者の進路状況  

特別支援学校（支援学校・ろう・盲）の卒業生の進路状況をみると、概ねろう学校

や盲学校の卒業生は、進学か就職している人の割合が高く、支援学校の卒業生は施

設の利用者の割合が高い状況です。 

特別支援学校（支援学校・ろう・盲）卒業者の進路状況 
単位：人 

 平成 

25年度 

平成 

26年度 

平成 

27年度 

平成 

28年度 

平成 

29年度 

平成 

30年度 

令和 

元年度 

支援学校※注１ 61 72 109 97 96 102 101 

 進学※注４ 1 1 2 0 0 2 4 

就職 8 13 19 17 24 26 16 

施設※注５ 48 51 83 68 65 60 72 

在宅 2 0 1 0 0 4 0 

その他※注６ 2 7 4 12 7 10 9 

ろう学校※注２ 7 11 7 9 11 11 8 

 進学※注４ 1 5 6 3 6 7 3 

就職 3 5 0 3 1 4 5 

施設※注５ 3 1 1 3 3 0 0 

在宅 0 0 0 0 0 0 0 

その他※注６ 0 0 0 0 1 0 0 

盲学校※注３ 8 6 9 4 6 2 3 

 進学※注４ 2 2 3 1 3 0 1 

就職 1 1 2 1 1 2 0 

施設※注５ 2 1 4 2 2 0 1 

在宅 0 0 0 0 0 0 0 

その他※注６ 3 2 0 0 0 0 1 

合計 76 89 125 110 113 115 112 

 進学※注４ 4 8 11 4 9 9 8 

就職 12 19 21 21 26 32 21 

施設※注５ 53 53 88 73 70 60 73 

在宅 2 0 1 0 0 4 0 

その他※注６ 5 9 4 12 8 10 10 

※資料：和歌山県の特別支援教育より 

※注１ 支援学校…紀伊コスモス支援学校、和歌山さくら支援学校、紀北支援学校、和歌
山大学教育学部附属特別支援学校の卒業生の計。（校区としては和歌山市以外に
岩出市、紀の川市貴志川町、旧下津町を除く海南市、紀美野町を校区に含む。） 

※注２ ろう学校…校区は県内全域 
※注３ 盲学校…校区は県内全域 
※注４ 進学…教育訓練機関等への進学者を含む  
※注５ 施設…生活介護、就労継続支援事業所（Ａ型、Ｂ型）等の通所事業所 
※注６ その他…卒業時点で進路先が未定であった者を含む 
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（12）障害支援区分認定者の状況  

障害支援区分認定者は、令和２年度では、「区分２」が最も多く737人、次いで

「区分３」が631人、「区分６」が538人と続いています。 

障害支援区分認定者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：各年度 10月 1日現在 

 

  

資料：●●●（各年●月●日現在）

※資料：和歌山市保健対策課　各年度３月３１日現在

128

102

102

100

631

638

700

737

554

602

630

631

284

312

323

357

262

273

287

310

496

505

523

538

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和２年度

0 1,000 2,000 3,000

(人)

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６
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２ アンケート調査結果からみえる現状 

（１）家庭の状況  

① 家族構成 

「父親・母親」の割合が34.6％と最も高く、次いで「配偶者（妻・夫）」の割合

が28.5％、「一人で暮らしている」、「兄弟・姉妹」の割合が17.8％となっていま

す。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「配偶者（妻・夫）」の割合が43.0％

と最も高く、次いで「一人で暮らしている」の割合が21.8％、「子ども」の割合が

20.7％となっています。 

療育手帳では、「父親・母親」の割合が75.3％と最も高く、次いで「兄弟・姉妹」

の割合が43.3％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「父親・母親」の割合が47.8％と最も高く、次い

で「一人で暮らしている」の割合が21.7％、「兄弟・姉妹」の割合が17.3％となっ

ています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

一
人
で
暮
ら
し
て
い
る 

配
偶
者
（
妻
・
夫
） 

父
親
・
母
親 

子
ど
も 

子
の
配
偶
者 

兄
弟
・
姉
妹 

祖
父
・
祖
母 

孫 友
人
・
仲
間 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1268 17.8 28.5 34.6 15.1 1.5 17.8 3.2 2.0 2.1 6.9 2.1 

身体障害者手帳 758 21.8 43.0 14.8 20.7 2.1 5.5 1.3 3.0 1.1 6.5 2.6 

療育手帳 441 5.2 2.3 75.3 2.3 － 43.3 8.4 － 4.8 9.8 1.1 

精神障害者保健
福祉手帳 

226 21.7 13.3 47.8 11.1 0.4 17.3 2.2 0.9 1.8 5.8 3.1 
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（２）日常生活、暮らしについて  

① 平日の昼間の過ごし方 

「自宅で過ごしている」の割合が28.5％と最も高く、次いで「会社勤めや、自営

業、家業などで収入を得て仕事をしている」の割合が15.1％、「福祉施設、作業所

等に通っている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型含む）」の割合が12.7％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「自宅で過ごしている」の割合が36.5％

と最も高く、次いで「会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている」

の割合が14.0％となっています。 

療育手帳では、「福祉施設、作業所等に通っている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型含

む）」の割合が27.7％と最も高く、次いで「特別支援学校（小中高等部）に通って

いる」の割合が16.3％、「会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をして

いる」の割合が15.6％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「自宅で過ごしている」の割合が27.9％と最も高

く、次いで「福祉施設、作業所等に通っている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型含む）」の

割合が18.6％、「会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている」の

割合が15.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている

ボランティアなど、収入を得ない仕事をしている

専業主婦（主夫）をしている

福祉施設、作業所等に通っている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型含む）

病院などのデイケアに通っている

リハビリテーションを受けている

自宅で過ごしている

入所している施設や病院等で過ごしている

大学、専門学校、職業訓練校などに通っている

特別支援学校（小中高等部）に通っている

一般の高校、小中学校に通っている

幼稚園、保育所、障害児通園施設などに通っている

その他

無回答

回答者数 =

全  体 1,268

身体障害者手帳 758

療育手帳 441

精神障害者 226

15.1

14.0

15.6

15.9

0.3

0.5

0.2

0.4

5.2

7.0

0.5

4.9

12.7

5.1

27.7

18.6

2.8

3.2

0.7

4.9

2.0

3.0

0.4

28.5

36.5

9.3

27.9

6.1

7.1

5.2

5.3

5.8

2.5

16.3

1.8

3.3

9.1

4.4

2.7

0.9

7.7

0.4

2.0

2.9

0.2

0.9

13.5

17.2

7.5

14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健
福祉手帳
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② 外出の頻度 

「１週間に数回外出する」の割合が38.3％と最も高く、次いで「毎日外出する」

の割合が34.2％、「めったに外出しない」の割合が15.1％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「１週間に数回外出する」の割合が

42.7％と最も高く、次いで「毎日外出する」の割合が25.5％、「めったに外出しな

い」の割合が16.9％となっています。 

療育手帳では、「毎日外出する」の割合が53.5％と最も高く、次いで「１週間に

数回外出する」の割合が29.9％、「めったに外出しない」の割合が10.7％となって

います。 

精神障害者保健福祉手帳では、「１週間に数回外出する」の割合が37.2％と最も

高く、次いで「毎日外出する」の割合が32.3％、「めったに外出しない」の割合が

19.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全  体 1,268

身体障害者手帳 758

療育手帳 441

精神障害者 226

34.2

25.5

53.5

32.3

38.3

42.7

29.9

37.2

15.1

16.9

10.7

19.5

4.2

5.0

1.8

5.8

8.1

9.9

4.1

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

毎日外出する １週間に数回外出する めったに外出しない

まったく外出しない 無回答

精神障害者保健
福祉手帳
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③ 外出の際に困ること 

「公共交通機関が少ない（ない）」の割合が24.6％と最も高く、次いで「困った

時にどうすればよいのか心配」の割合が21.8％、「外出にお金がかかる」の割合が

18.9％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「公共交通機関が少ない（ない）」の割

合が25.4％と最も高く、次いで「道路や駅に階段や段差が多い」の割合が24.5％、

「列車やバスの乗り降りが困難」の割合が19.1％となっています。 

療育手帳では、「困った時にどうすればよいのか心配」の割合が38.1％と最も高

く、次いで「切符の買い方や乗換えの方法がわかりにくい」の割合が24.1％、「公

共交通機関が少ない（ない）」の割合が23.6％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「外出にお金がかかる」の割合が31.8％と最も高

く、次いで「公共交通機関が少ない（ない）」の割合が30.3％、「困った時にどう

すればよいのか心配」の割合が26.4％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
（
な
い
） 

列
車
や
バ
ス
の
乗
り
降
り
が
困
難 

道
路
や
駅
に
階
段
や
段
差
が
多
い 

切
符
の
買
い
方
や
乗
換
え
の
方
法
が
わ

か
り
に
く
い 

外
出
先
の
建
物
の
設
備
が
不
便
（
通

路
、
ト
イ
レ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
） 

介
助
者
が
確
保
で
き
な
い 

外
出
に
お
金
が
か
か
る 

周
囲
の
目
が
気
に
な
る 

発
作
な
ど
突
然
の
身
体
の
変
化
が
心
配 

困
っ
た
時
に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
心

配 そ
の
他 

無
回
答 

全体 1112 24.6 14.2 16.5 14.2 12.6 5.9 18.9 9.6 10.1 21.8 10.4 24.3 

身体障害者手帳 645 25.4 19.1 24.5 8.2 18.1 5.4 16.9 5.6 10.5 13.2 10.7 26.2 

療育手帳 415 23.6 9.9 7.0 24.1 9.4 7.5 19.3 14.0 8.2 38.1 10.4 20.0 

精神障害者保健福祉手帳 201 30.3 7.0 8.5 13.9 8.0 7.5 31.8 22.9 17.9 26.4 9.5 16.4 
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④ 現在の暮らしの状況 

「持ち家」の割合が61.8％と最も高く、次いで「借家・アパート」の割合が17.0％

となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「持ち家」の割合が65.4％と最も高く、

次いで「借家・アパート」の割合が14.6％となっています。 

療育手帳では、「持ち家」の割合が57.4％と最も高く、次いで「借家・アパート」

の割合が18.1％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「持ち家」の割合が50.0％と最も高く、次いで「借

家・アパート」の割合が26.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全  体 1,268

身体障害者手帳 758

療育手帳 441

精神障害者 226

61.8

65.4

57.4

50.0

17.0

14.6

18.1

26.1

6.3

6.2

5.9

8.4

2.8

3.0

5.0

0.9

1.3

1.6

0.5

3.1

3.2

1.7

6.6

2.7

0.1

0.2

5.9

5.5

5.7

5.3

1.6

1.8

0.7

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持ち家 借家・アパート

公営住宅 障害者施設に入所中

病院に入院中 障害者グループホームなど

会社の寮 その他

無回答

精神障害者保健
福祉手帳
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（３）相談支援について  

① 今、気にかかること 

「自分の健康や体力に自信がない」の割合が29.4％と最も高く、次いで「将来的

に生活する住まい、または施設があるかどうか不安」の割合が27.7％、「家族など

介助者の健康状態が不安」の割合が24.0％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「自分の健康や体力に自信がない」の割

合が34.7％と最も高く、次いで「家族など介助者の健康状態が不安」、「特に困っ

ていることはない」の割合が24.0％となっています。 

療育手帳では、「将来的に生活する住まい、または施設があるかどうか不安」の割

合が45.8％と最も高く、次いで「家族など介助者の健康状態が不安」の割合が

27.2％、「特に困っていることはない」の割合が21.8％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「自分の健康や体力に自信がない」の割合が42.0％

と最も高く、次いで「将来的に生活する住まい、または施設があるかどうか不安」の

割合が38.9％、「生活に必要なお金が足りない」の割合が34.1％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

身
の
回
り
の
支
援
を
し
て
く
れ
る

人
が
い
な
い 

一
緒
に
暮
ら
す
人
が
い
な
い 

働
く
と
こ
ろ
が
な
い 

生
活
に
必
要
な
お
金
が
足
り
な
い 

趣
味
や
生
き
が
い
が
見
つ
け
ら
れ

な
い 

生
活
を
す
る
う
え
で
必
要
な
情
報

が
得
ら
れ
な
い 

自
分
の
健
康
や
体
力
に
自
信
が
な

い 家
族
な
ど
介
助
者
の
健
康
状
態
が

不
安 

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
家
族
と
の

関
係 

気
軽
に
行
け
る
病
院
が
な
い 

将
来
的
に
生
活
す
る
住
ま
い
、
ま

た
は
施
設
が
あ
る
か
ど
う
か
不
安 

そ
の
他 

特
に
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い 

無
回
答 

全体 1268 4.3 5.0 5.0 19.2 8.4 6.1 29.4 24.0 7.0 5.0 27.7 3.5 22.4 13.7 

身体障害者手帳 758 5.1 5.7 4.2 17.9 5.8 4.6 34.7 24.0 5.9 3.7 19.0 2.4 24.0 16.8 

療育手帳 441 2.7 3.2 5.0 16.6 9.3 7.5 14.5 27.2 6.6 6.6 45.8 4.5 21.8 9.1 

精神障害者保健

福祉手帳 
226 5.3 8.4 14.2 34.1 19.5 10.6 42.0 29.2 15.0 11.1 38.9 7.5 11.9 8.0 
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② 悩みや困ったときの相談相手 

「家族」の割合が83.1％と最も高く、次いで「友だち・知り合い」の割合が28.2％、

「施設、事業所等の職員」の割合が21.0％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「家族」の割合が85.8％と最も高く、

次いで「友だち・知り合い」の割合が31.8％、「病院・診療所の医師・職員」の割

合が13.2％となっています。 

療育手帳では、「家族」の割合が80.5％と最も高く、次いで「施設、事業所等の

職員」の割合が35.7％、「友だち・知り合い」の割合が22.8％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「家族」の割合が77.0％と最も高く、次いで「施

設、事業所等の職員」の割合が32.9％、「病院・診療所の医師・職員」の割合が30.9％

となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

家
族 

友
だ
ち
・
知
り
合
い 

隣
近
所
の
人 

学
校
の
先
生 

職
場
の
同
僚 

病
院
・
診
療
所
の
医
師
・
職
員 

施
設
、
事
業
所
等
の
職
員 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー 

市
役
所
の
相
談
窓
口 

保
健
所
の
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
・
保
健
師 

社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員 

相
談
支
援
事
業
所
の
職
員 

民
生
委
員 

障
害
者
相
談
員 

障
害
者
団
体 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 919 83.1 28.2 4.2 7.6 4.1 15.1 21.0 5.4 4.1 2.4 0.9 5.3 1.2 2.4 0.9 3.4 0.2 

身体障害者手帳 537 85.8 31.8 6.0 1.1 3.5 13.2 11.4 6.9 4.3 0.9 0.6 2.4 1.7 1.3 0.9 3.5 － 

療育手帳 333 80.5 22.8 1.5 20.1 6.0 15.6 35.7 3.9 4.8 2.4 0.9 10.5 0.6 5.1 0.6 2.1 0.3 

精神障害者保健福
祉手帳 

152 77.0 29.6 2.0 5.9 3.3 30.9 32.9 4.6 3.3 9.9 1.3 7.9 － 2.6 1.3 5.9 0.7 
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（４）障害の理解について  

①障害のことでの差別や嫌な思いをした経験 

「ない」の割合が37.6％と最も高く、次いで「少しある」の割合が32.3％、「あ

る」の割合が23.4％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「ない」の割合が48.0％と最も高く、

次いで「少しある」の割合が25.7％、「ある」の割合が17.9％となっています。 

療育手帳では、「少しある」の割合が41.0％と最も高く、次いで「ある」の割合

が36.7％、「ない」の割合が18.6％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「少しある」の割合が36.3％と最も高く、次いで

「ある」の割合が35.8％、「ない」の割合が22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ある 少しある ない 無回答

回答者数 =

全  体 1,268

身体障害者手帳 758

療育手帳 441

精神障害者 226

23.4

17.9

36.7

35.8

32.3

25.7

41.0

36.3

37.6

48.0

18.6

22.6

6.6

8.3

3.6

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健
福祉手帳
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（５）地域との関わり、支援について  

① 住み慣れた地域で生活していくために必要な支援について 

「経済的な負担の軽減」の割合が49.8％と最も高く、次いで「必要な在宅サービ

スが適切に利用できること」の割合が31.5％、「相談対応等の充実」の割合が28.9％

となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「経済的な負担の軽減」の割合が42.9％

と最も高く、次いで「必要な在宅サービスが適切に利用できること」の割合が34.8％、

「在宅で医療ケアなどが適切に得られること」の割合が34.7％となっています。 

療育手帳では、「経済的な負担の軽減」の割合が59.2％と最も高く、次いで「相

談対応等の充実」の割合が42.4％、「地域住民等の理解」の割合が41.5％となって

います。 

精神障害者保健福祉手帳では、「経済的な負担の軽減」の割合が59.7％と最も高

く、次いで「相談対応等の充実」の割合が43.4％、「コミュニケ-ションについての

支援」の割合が26.5％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

在
宅
で
医
療
ケ
ア
な
ど
が 

適
切
に
得
ら
れ
る
こ
と 

障
害
者
に
適
し
た
住
居
の 

確
保 

必
要
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が 

適
切
に
利
用
で
き
る
こ
と 

生
活
訓
練
等
の
充
実 

経
済
的
な
負
担
の
軽
減 

相
談
対
応
等
の
充
実 

地
域
住
民
等
の
理
解 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に 

つ
い
て
の
支
援 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1268 26.7 26.7 31.5 15.4 49.8 28.9 22.8 22.2 5.1 15.5 

身体障害者手帳 758 34.7 23.4 34.8 9.9 42.9 20.8 14.4 13.6 5.9 17.8 

療育手帳 441 17.9 37.6 31.5 29.3 59.2 42.4 41.5 39.9 4.3 11.1 

精神障害者保健
福祉手帳 

226 15.9 23.5 23.0 16.4 59.7 43.4 25.7 26.5 5.8 12.4 
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（６）災害時等の支援について  

① 災害時にひとりで避難できるかについて 

「できない」の割合が39.8％と最も高く、次いで「できる」の割合が28.2％、「わ

からない」の割合が25.2％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「できない」の割合が38.8％と最も高

く、次いで「できる」の割合が30.3％、「わからない」の割合が22.4％となってい

ます。 

療育手帳では、「できない」の割合が52.8％と最も高く、次いで「わからない」

の割合が25.2％、「できる」の割合が18.1％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「できる」の割合が36.7％と最も高く、次いで「で

きない」の割合が30.5％、「わからない」の割合が30.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

できる できない わからない 無回答

回答者数 =

全  体 1,268

身体障害者手帳 758

療育手帳 441

精神障害者 226

28.2

30.3

18.1

36.7

39.8

38.8

52.8

30.5

25.2

22.4

25.2

30.1

6.8

8.4

3.9

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健
福祉手帳
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② 災害の時に困ること 

「安全なところまで、迅速に避難することができない」の割合が45.7％と最も高

く、次いで「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」の割合が45.2％、「投

薬や治療が受けられない」の割合が38.3％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「安全なところまで、迅速に避難するこ

とができない」の割合が51.5％と最も高く、次いで「避難場所の設備（トイレ等）

や生活環境が不安」の割合が46.7％、「投薬や治療が受けられない」の割合が41.6％

となっています。 

療育手帳では、「周囲とコミュニケーションがとれない」の割合が53.7％と最も

高く、次いで「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」の割合が46.9％、

「安全なところまで、迅速に避難することができない」の割合が46.0％となってい

ます。 

精神障害者保健福祉手帳では、「投薬や治療が受けられない」の割合が54.9％と

最も高く、次いで「避難場所の設備（トイレ等）や生活環境が不安」の割合が47.8％、

「周囲とコミュニケーションがとれない」の割合が35.8％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

投
薬
や
治
療
が
受
け
ら
れ
な
い 

補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の 

使
用
が
困
難
に
な
る 

補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の 

入
手
が
で
き
な
く
な
る 

救
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い 

安
全
な
と
こ
ろ
ま
で
、
迅
速
に 

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
な
い 

被
害
状
況
、
避
難
場
所
な
ど
の 

情
報
が
入
手
で
き
な
い 

周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が 

と
れ
な
い 

避
難
場
所
の
設
備
（
ト
イ
レ
等
）

や
生
活
環
境
が
不
安 

そ
の
他 

特
に
な
い 

無
回
答 

全体 1268 38.3 11.5 10.1 22.4 45.7 23.0 28.0 45.2 3.5 9.1 12.2 

身体障害者手帳 758 41.6 15.8 12.9 17.0 51.5 19.3 15.7 46.7 2.5 8.8 14.2 

療育手帳 441 27.9 9.5 10.2 39.5 46.0 33.8 53.7 46.9 4.3 8.6 8.4 

精神障害者保健福
祉手帳 

226 54.9 8.4 7.1 19.5 30.5 21.7 35.8 47.8 5.8 6.6 8.0 
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（７）就労について  

① 現在の就労状況 

「自宅で過ごしている」の割合が28.5％と最も高く、次いで「会社勤めや、自営

業、家業などで収入を得て仕事をしている」の割合が15.1％、「福祉施設、作業所

等に通っている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型含む）」の割合が12.7％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「自宅で過ごしている」の割合が36.5％

と最も高く、次いで「会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている」

の割合が14.0％となっています。 

療育手帳では、「福祉施設、作業所等に通っている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型含

む）」の割合が27.7％と最も高く、次いで「特別支援学校（小中高等部）に通って

いる」の割合が16.3％、「会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をして

いる」の割合が15.6％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「自宅で過ごしている」の割合が27.9％と最も高

く、次いで「福祉施設、作業所等に通っている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型含む）」の

割合が18.6％、「会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている」の

割合が15.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

会社勤めや、自営業、家業などで収入を得て仕事をしている

ボランティアなど、収入を得ない仕事をしている

専業主婦（主夫）をしている

福祉施設、作業所等に通っている（就労継続支援Ａ型・Ｂ型含む）

病院などのデイケアに通っている

リハビリテーションを受けている

自宅で過ごしている

入所している施設や病院等で過ごしている

大学、専門学校、職業訓練校などに通っている

特別支援学校（小中高等部）に通っている

一般の高校、小中学校に通っている

幼稚園、保育所、障害児通園施設などに通っている

その他

無回答

回答者数 =

全  体 1,268

身体障害者手帳 758

療育手帳 441

精神障害者 226

15.1

14.0

15.6

15.9

0.3

0.5

0.2

0.4

5.2

7.0

0.5

4.9

12.7

5.1

27.7

18.6

2.8

3.2

0.7

4.9

2.0

3.0

0.4

28.5

36.5

9.3

27.9

6.1

7.1

5.2

5.3

5.8

2.5

16.3

1.8

3.3

9.1

4.4

2.7

0.9

7.7

0.4

2.0

2.9

0.2

0.9

13.5

17.2

7.5

14.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健
福祉手帳
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② 仕事の形態 

【仕事をして収入を得ている方の回答】 

「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」の割合が40.1％と最も高く、

次いで「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」の割合が33.3％となってい

ます。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「正職員で他の職員と勤務条件等に違

いはない」の割合が43.4％と最も高く、次いで「パート・アルバイト等の非常勤職

員、派遣職員」の割合が27.4％、「自営業、農林水産業など」の割合が13.2％とな

っています。 

療育手帳では、「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」の割合が58.0％

と最も高く、次いで「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」の割合が18.8％、

「正職員で短時間勤務などの障害者配慮がある」の割合が10.1％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員」

の割合が50.0％と最も高く、次いで「正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない」

の割合が27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

全  体 192

身体障害者手帳 106

療育手帳 69

精神障害者 36

33.3

43.4

18.8

27.8

7.8

7.5

10.1

8.3

40.1

27.4

58.0

50.0

7.8

13.2

1.4

2.8

6.3

1.9

11.6

5.6

4.7

6.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正職員で他の職員と勤務条件等に違いはない

正職員で短時間勤務などの障害者配慮がある

パート・アルバイト等の非常勤職員、派遣職員

自営業、農林水産業など

その他

無回答

精神障害者保健
福祉手帳



 

 
39 

③ 仕事をする上での不安や不満の内容 

【仕事をして収入を得ている方の回答】 

「ずっと働けるか不安」の割合が42.7％と最も高く、次いで「収入が少ない」の

割合が33.3％、「不安や不満は特にない」の割合が18.8％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「ずっと働けるか不安」の割合が34.0％

と最も高く、次いで「収入が少ない」の割合が31.1％、「不安や不満は特にない」

の割合が20.8％となっています。 

療育手帳では、「ずっと働けるか不安」の割合が50.7％と最も高く、次いで「収

入が少ない」の割合が36.2％、「人間関係がうまくいかない」、「不安や不満は特

にない」の割合が17.4％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「ずっと働けるか不安」の割合が61.1％と最も高

く、次いで「収入が少ない」の割合が41.7％、「人間関係がうまくいかない」の割

合が38.9％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

仕
事
が
障
害
の
状
況
に
あ
っ
て 

い
な
い 

技
術
が
い
か
せ
な
い 

職
場
が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
て 

い
な
い 

収
入
が
少
な
い 

労
働
時
間
が
長
い 

労
働
時
間
が
短
い 

ず
っ
と
働
け
る
か
不
安 

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い 

周
囲
の
人
の
理
解
が
不
足
し
て 

い
る 

そ
の
他 

不
安
や
不
満
は
特
に
な
い 

無
回
答 

全体 192 4.7 2.6 4.2 33.3 6.3 4.2 42.7 13.5 10.4 3.6 18.8 16.7 

身体障害者手帳 106 3.8 2.8 6.6 31.1 9.4 1.9 34.0 6.6 5.7 2.8 20.8 17.9 

療育手帳 69 2.9 1.4 1.4 36.2 2.9 7.2 50.7 17.4 15.9 4.3 17.4 14.5 

精神障害者保健
福祉手帳 

36 11.1 5.6 － 41.7 5.6 5.6 61.1 38.9 25.0 2.8 2.8 16.7 
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④ 今後、収入を得る仕事をしたいかの有無 

【仕事をしていない方の回答】 

「仕事をしたい」の割合が37.2％、「仕事はしたくない、できない」の割合が

52.9％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「仕事をしたい」の割合が28.3％、「仕

事はしたくない、できない」の割合が64.6％となっています。 

療育手帳では、「仕事をしたい」の割合が41.4％、「仕事はしたくない、できな

い」の割合が45.4％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「仕事をしたい」の割合が40.0％、「仕事はした

くない、できない」の割合が51.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仕事をしたい 仕事はしたくない、できない 無回答

回答者数 =

全  体 331

身体障害者手帳 113

療育手帳 174

精神障害者 125

37.2

28.3

41.4

40.0

52.9

64.6

45.4

51.2

10.0

7.1

13.2

8.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健
福祉手帳
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⑤ 就労に必要な支援 

「職場の障害者理解」の割合が41.1％と最も高く、次いで「職場の上司や同僚に

障害の理解があること」の割合が39.6％、「通勤手段の確保」の割合が29.8％とな

っています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「職場の障害者理解」の割合が30.2％

と最も高く、次いで「職場の上司や同僚に障害の理解があること」の割合が29.0％、

「通勤手段の確保」の割合が24.5％となっています。 

療育手帳では、「職場の障害者理解」の割合が59.9％と最も高く、次いで「職場

の上司や同僚に障害の理解があること」の割合が58.5％、「就労後のフォローなど

職場と支援機関の連携」の割合が44.4％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「職場の上司や同僚に障害の理解があること」の

割合が55.3％と最も高く、次いで「職場の障害者理解」の割合が54.0％、「短時間

勤務や勤務日数等の配慮」の割合が44.2％となっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

通
勤
手
段
の
確
保 

勤
務
場
所
に
お
け
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
等
の
配
慮 

短
時
間
勤
務
や
勤
務
日
数

等
の
配
慮 

在
宅
勤
務
の
拡
充 

職
場
の
障
害
者
理
解 

職
場
の
上
司
や
同
僚
に
障

害
の
理
解
が
あ
る
こ
と 

職
場
で
介
助
や
援
助
等
が 

受
け
ら
れ
る
こ
と 

就
労
後
の
フ
ォ
ロ
ー
な
ど

職
場
と
支
援
機
関
の
連
携 

企
業
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
就

労
訓
練 

仕
事
に
つ
い
て
の
職
場
外

で
の
相
談
対
応
、
支
援 

そ
の
他 

無
回
答 

全体 1268 29.8 17.8 27.3 15.6 41.1 39.6 23.1 24.4 15.4 23.7 4.2 37.2 

身体障害者手帳 758 24.5 20.7 21.2 14.9 30.2 29.0 18.1 15.2 11.2 15.0 4.1 49.2 

療育手帳 441 41.7 16.1 34.7 16.8 59.9 58.5 39.9 44.4 26.8 39.7 3.6 17.9 

精神障害者保健
福祉手帳 

226 39.4 15.9 44.2 23.9 54.0 55.3 24.8 32.3 19.0 34.5 6.2 18.1 
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（８）福祉サービスの利用状況、利用意向  

① 障害福祉サービスの利用状況について 

「利用している」の割合が37.5％、「利用していない」の割合が44.0％となって

います。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「利用している」の割合が28.2％、「利

用していない」の割合が50.5％となっています。 

療育手帳では、「利用している」の割合が59.4％、「利用していない」の割合が

28.1％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「利用している」の割合が43.4％、「利用してい

ない」の割合が41.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している 利用していない 無回答

回答者数 =

全  体 1,268

身体障害者手帳 758

療育手帳 441

精神障害者 226

37.5

28.2

59.4

43.4

44.0

50.5

28.1

41.2

18.5

21.2

12.5

15.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健
福祉手帳
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② 利用している障害福祉サービスについて 

「就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）」の割合が21.1％と最も高く、次いで「移動支援」

の割合が17.1％、「居宅介護（ホームヘルプ）」の割合が16.0％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「居宅介護（ホームヘルプ）」の割合が

24.8％と最も高く、次いで「生活介護」の割合が14.0％、「施設入所支援」、「移

動支援」の割合が13.6％となっています。 

療育手帳では、「放課後等デイサービス」の割合が28.2％と最も高く、次いで「就

労継続支援（Ａ型、Ｂ型）」の割合が26.7％、「移動支援」の割合が25.2％となっ

ています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「就労継続支援（Ａ型、Ｂ型）」の割合が34.7％

と最も高く、次いで「相談支援」の割合が18.4％、「移動支援」の割合が16.3％と

なっています。 

単位：％ 

区分 

回
答
者
数
（
人
） 

居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
） 

重
度
訪
問
介
護 

同
行
援
護 

行
動
援
護 

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援 

生
活
介
護 

自
立
訓
練 

（
機
能
訓
練
、
生
活
訓
練
） 

宿
泊
型
自
立
訓
練 

就
労
移
行
支
援 

就
労
継
続
支
援
（
Ａ
型
、
Ｂ

型
） 

就
労
定
着
支
援 

自
立
生
活
援
助 

療
養
介
護 

短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
） 

共
同
生
活
援
助 

（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
） 

全  体 475  16.0  1.9  0.8  1.9  0.4  9.7  4.0  － 1.5  21.1  0.8  0.8  0.8  9.9  6.9  

身体障害者手帳 214  24.8  4.2  1.4  1.4  0.9  14.0  6.1  － － 9.8  － 1.4  1.4  12.1  4.2  

療育手帳 262  9.2  1.1  0.8  2.3  － 10.3  3.8  － 1.1  26.7  0.8  0.4  0.8  11.5  9.5  

精神障害者保健福祉
手帳 

98  12.2  － － 2.0  － 5.1  2.0  － 4.1  34.7  2.0  － 1.0  5.1  6.1  

 

区分 

施
設
入
所
支
援 

相
談
支
援 

地
域
移
行
支
援 

地
域
定
着
支
援 

居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援 

児
童
発
達
支
援 

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス 

医
療
型
児
童
発
達
支
援 

保
育
所
等
訪
問
支
援 

福
祉
型
児
童
入
所
支
援 

医
療
型
児
童
入
所
支
援 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業 

移
動
支
援 

日
中
一
時
支
援
事
業 

無
回
答 

 

全  体 8.8  14.5  0.4  0.4  － 6.7  15.8  0.4  2.3  1.5  0.2  4.2  17.1  8.0  14.9  

身体障害者手帳 13.6  9.3  0.5  0.9  － 3.3  7.5  － 0.5  － － 3.7  13.6  7.5  18.7  

療育手帳 6.1  20.2  － － － 12.2  28.2  0.8  4.2  2.7  0.4  3.1  25.2  13.4  10.3  

精神障害者保健福祉
手帳 

4.1  18.4  2.0  1.0  － 4.1  10.2  － 3.1  － － 8.2  16.3  3.1  16.3  
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③ 介護保険サービスの利用状況について 

「利用している」の割合が21.4％、「利用していない」の割合が71.8％となって

います。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「利用している」の割合が29.7％、「利

用していない」の割合が63.1％となっています。 

療育手帳では、「利用している」の割合が6.3％、「利用していない」の割合が88.4％

となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「利用している」の割合が12.4％、「利用してい

ない」の割合が79.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している 利用していない 無回答

回答者数 =

全  体 1,268

身体障害者手帳 758

療育手帳 441

精神障害者 226

21.4

29.7

6.3

12.4

71.8

63.1

88.4

79.6

6.9

7.3

5.2

8.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健
福祉手帳
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（９）介護の状況  

① 介助者の年齢 

【介助してくれる家族がいる方の回答】 

① 年齢（令和元年９月１日現在） 

「70歳以上」の割合が24.1％と最も高く、次いで「50歳代」の割合が22.4％、

「60歳代」の割合が22.2％となっています。 

障害種別でみると、身体障害者手帳では、「70歳以上」の割合が31.5％と最も高

く、次いで「60歳代」の割合が25.6％、「50歳代」の割合が23.8％となっていま

す。 

療育手帳では、「40歳代」の割合が30.2％と最も高く、次いで「50歳代」の割

合が22.2％、「60歳代」の割合が18.1％となっています。 

精神障害者保健福祉手帳では、「60歳代」の割合が27.0％と最も高く、次いで

「70歳以上」の割合が23.8％、「40歳代」の割合が19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60歳代 70歳以上 無回答

回答者数 =

全  体 648

身体障害者手帳 324

療育手帳 315

精神障害者 122

0.8

0.3

1.0

2.5

1.2

1.2

0.3

3.3

7.9

2.8

14.0

2.5

18.2

10.2

30.2

19.7

22.4

23.8

22.2

18.0

22.2

25.6

18.1

27.0

24.1

31.5

12.7

23.8

3.2

4.6

1.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

精神障害者保健
福祉手帳
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３ アンケート調査からみた課題 

ここでは、アンケート調査結果をもとに、第５期和歌山市障害者計画の４つの基

本目標別に課題を整理しました。 

 

（１）ともに理解し合う地域づくり  

・障害者の社会参加を促すため、障害者のアクセシビリティの向上や障害への理

解促進が必要 

・障害者に対する虐待や権利侵害を身近な問題としてとらえ、社会全体で支え合

っていくことが大切 

・障害者団体や事業所等との連携・協力により、多様な機会を通じて地域住民と

ふれあい、障害のある人が積極的に社会活動に参画できるよう支援していくこ

とが必要 

 

 

 

（２）地域での生活を送るための支援体制づくり  

・必要な人に情報が届く仕組みづくりや相談体制の充実が必要 

・多様化・複雑化する支援ニーズに対応した生活支援体制の整備が必要 

・保健・医療・保育・教育について、ライフステージに応じた切れ目のない支援

が必要 

・年金や手当の適正な支給や税の減免等、諸制度の周知を推進していくことが必

要 

・成年後見制度等の権利擁護にかかわる制度を活用しながら、本人の意思をでき

る限り尊重し、その能力を最大限活かして生活を送ることができるよう支援す

ることが必要 
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（３）社会参加・自立に向けた支援体制づくり  

・保健・医療・保育・教育について、ライフステージに応じた切れ目のない支援

が必要 

・障害者が安心して働ける環境づくり、障害や特性に応じた就労支援が必要 

・一人一人の状況に応じたきめ細かな保育・教育がなされるよう、より一層のイ

ンクルーシブな教育に向け、体制の強化を図ることが必要 

・通常の学級、通級による指導、特別支援学級、特別支援学校という多様な学び

の場のそれぞれの充実を図っていくことが必要 

 

 

 

（４）すべての人にやさしいまちづくり  

・障害のある人の外出を支援するために、公共交通機関等の移動手段をより利用

しやすくすることが必要 

・災害発生時における避難行動に支援が必要な方に対して、地域の人々が協力し

て助け合う共助の推進に取り組むことで、障害者の援護体制の強化を図ってい

くことが必要 

 

  


